
地上高を数メートルの高さで実用にならないかを目的に JE1SPY 芦川氏ＳＧ推奨された SRA

を１３５ＫＨｚ帯で実験した。 

過去にどなたかの製作データがあればまねて実験するのが早道であるが見当たらないので

JE1SPY芦川氏の１．９ＭＨｚ帯SRAを参考に手探りで作ることにした。芦川氏のSRAは2011

年２月号にその後掲載されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験結果：手探りでありまだ完成品にならないがシリンダー部が高圧になり近づくこともできな

い状態になり、且つ、高さを１０ｍ以上に設置するには基礎から大変で今後の更なる小型化で無

い限り実用に供しない。 
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シリンダー可変部 

シリンダー固定部 

主コイル 

リンクコイル 

SRA略図 

400 

1100 

400 

アルミ板 0.3mm厚 

AWG22線 237回密着巻き 

AWG22線 23回密着巻き 

木製ポール 

25φ×1800 

ボビン：ポリカーボネート製 

屋根用波板を丸める。 

定尺 900×1800 

 

ＳＷＲ最小になるようにシ

リンダー長さを調整 

 

室内ではシリンダー部は

完全に伸ばせない 

共振コイル リンクコイル 
シリンダー部 

給電用同軸ケーブル 

メイン 調整用 

共振コイル コイル直径：0.4ｍ 巻き幅：0.41ｍ 

コイルのインダクタンス計算 

L=K×μ0×π×a2×N2/b 
K=（長岡係数）＝0.788526（2a/b=0.60の時） 

μ0=（真空の透磁率）=4π×10-7（T・m/A） 

a=（コイルの半径）=0.2(m) 

b=（コイルの長さ）=0.41(m) 

N=（コイルの巻数）=237(回) 

L=0.788526×4π×10-7×π×0.22×2372/0.41≒0.0161(H) 
実測値は 13.14ｍＨで計算値が多い。 

バリコンは約９５ＰＦで同調シリンダー部の容量は未計算 


